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高
架
下
の
利
用
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
要
望
・
意

見
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き…

…
…

　
　
　

連
続
立
体
交
差
事
業
に
よ
り
新
た
に
創
出
さ

れ
る
高
架
下
空
間
は
、
貴
重
な
都
市
空
間
で
あ
り
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

都
は
こ
れ
ま
で
も
、
連
続
立
体
交
差
事
業
の
実
施

に
当
た
り
、
地
元
要
望
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え

て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
高
架
下
利
用
計

画
を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、京
成
電
鉄
押
上
線
（
四
ツ
木
駅
〜
青
砥
駅
間
）

連
続
立
体
交
差
事
業
に
お
い
て
も
、
地
元
要
望
等
を

踏
ま
え
高
架
下
利
用
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

２ 

都
が
事
業
主
体
者
と
し
て
区
や
京
成
電
鉄
と
連
携

し
な
が
ら
、
高
架
下
利
用
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明

会
を
開
く
べ
き
で
は
な
い
か…

…
…

　

本
紙
37
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
京
成
線
の

高
架
化
事
業
で
は
、
立
石
駅
を
中
心
に

２
万
㎡
も
の
空
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

和
泉
な
お
み
都
議
は
、「
高
架
化
の

利
用
は
、
住
民
の
要
望
・
意
見
を
尊
重
」

す
る
よ
う
東
京
都
に
文
書
質
問
で
も
と

め
ま
し
た
。

　

東
京
都
の
回
答
は
、「
葛
飾
区
が
把

握
し
た
住
民
ニ
ー
ズ
を
検
討
す
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

立
石
駅
の
高
架
下
利
用

和
泉
な
お
み
都
議
の

文
書
質
問
に
回
答

区
の
把
握
し
た
ニ
ー
ズ
で

検
討
す
る

　

住
民
本
位
の
町
づ
く
り
に
と
っ
て
貴
重
な
空

間
で
す
。
ど
の
よ
う
に
利
用
す
べ
き
か
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
都
の
回
答
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　

和
泉
な
お
み

都
議
会
議
員
は
、

事
務
所
主
催
で

地
元
の
み
な
さ

ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
８
月
31
日
、

水
元
公
園
の
３

回
目
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

売
店
前
の
噴

水
は
、
水
元
公

園
の
象
徴
で
し

た
が
、
い
ま
や

植
栽
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま

す
。「
菖
蒲
の
花

が
減
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
だ
け
で
な
く
、

ア
サ
ザ
や
、
都
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

オ
ニ
バ
ス
も
激
減
し
て
い

る
状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
公
園
東
側
の
加

用
水
も
汚
泥
が
た
ま
っ
た

ま
ま
。
外
環
道
下
の
周
辺

は
、
整
備
が
行
き
届
か
ず

荒
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
誇
り
で
あ
り
、
貴

重
な
自
然
の
宝
庫
で
も
あ

る
水
元
公
園
は
、
東
京
の

宝
で
も
あ
り
ま
す
。
失
っ

た
ら
戻
っ
て
こ
な
い
数
々

の
希
少
な
植
物
や
虫
や
鳥

た
ち
。
ち
ゃ
ん
と
専
門
家

　

水
郷
景
観
の
あ
る
都
内
唯
一
の
都
立

公
園
で
す
。

　

豊
か
な
自
然
と
都
市
型
公
園
の
機
能

を
併
せ
持
ち
、
多
く
の
都
民
に
愛
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
広
さ
は
96
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大

で
、
江
戸
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
小
合
溜

に
沿
う
こ
の
公
園
に
は
、
芝
生
広
場
な

ど
の
明
る
く
乾
い
た
草
原
、
メ
タ
セ
コ

イ
ア
や
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
暗
い
樹
林
、

水
辺
、
菖
蒲
田
や
ガ
マ
田
な
ど
の
湿
地

や
、
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
植
物
、
昆
虫
や
鳥
類
な
ど
の
種
類
が

と
て
も
豊
富
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
観
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

を
配
置
し
て

自
然
環
境
を

保
全
す
る
べ

き
で
す
。
都

の
責
任
が
問

わ
れ
て
い
ま

す
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連
続
立
体
交
差
事
業
の
高
架
下
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
事
業
の
進
捗
に
応
じ
て
、
都
が
、
地
元

区
市
及
び
鉄
道
事
業
者
と
高
架
下
利
用
検
討
会
を
設

置
し
、
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
討
会
で
は
、
地

元
区
市
が
把
握
し
た
地
域
住
民
の
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
、
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
と
の
整
合
や
地
域
ニ
ー
ズ

な
ど
を
勘
案
し
、
都
が
中
心
と
な
っ
て
高
架
下
利
用

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

京
成
電
鉄
押
上
線
（
四
ツ
木
駅
〜
青
砥
駅
間
）
連

続
立
体
交
差
事
業
の
高
架
下
利
用
に
つ
い
て
も
、
同

様
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

水
元
公
園
は…

…

これでいいの？
　　　区民の宝、水元公園

和泉なおみ事務所３度目の調査

答

答

立石駅から見た高架下周辺

（
↑
写
真
は
、
オ
ニ
バ
ス
池
）
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　はずすことの出来ない公務があって、都庁から葛
飾へ。新宿駅の南口付近を運転していたとき、突然「ガ
ン」という音が。バイクが私の車を右側を少しよろ
めきながら通り過ぎ、右のドアミラーは前方に向かっ
て折れてしまっていました。
　びっくりして、車を一時停止。私の頭も一瞬思考
停止。それから公務先にに電話して事情を話し、遅
れることを伝え、警察に電話して事故処理。なんだ
かんだとその場で１時間半。
　幸い折れたミラーは元に戻り、フレームは壊れた
ものの運転に支障なし。とはいってもやはりいやな
気分を抱えたままの翌日。無事に駐車場まで帰って
きたら、な、なんと違う車が停まってる。夜遅かっ
たため、仕方なくその日はコインパーキングへ。や
れやれ。
　これ以上悪いことがおきないよう、気を
引き締めようと思っているところです。

災難は重なる

生活・年金・法律相談生活・年金・法律相談

日本共産党都議会議員・和泉なおみの

　

毎
月
第
二

水
曜
日
に
、

東
部
法
律
事

務
所
の
弁
護

士
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た

だ

き

ま

し

て
、「
生
活
・

年
金
・
法
律

相
談
会
」
を

開
催
い
た
し

ま
す
。

10 月９日（水）午後 2時より
於・和泉なおみ事務所

事前にお電話ください

　

７
月
18
日
に
樋
口
ま
こ
と
（
和
泉
な
お
み

都
議
秘
書
）
と
中
江
秀
夫
区
議
は
、
地
域
の

方
々
と
亀
有
警
察
署
を
訪
れ
信
号
機
設
置
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
水
元
２
・５
丁
目
と
西
水
元
５
・

６
丁
目
の
ロ
ー
ソ
ン
前
交
差
点(

都
道307

号)

で
す
。

　

こ
こ
は
交
通
量
が
多
く
、
歩
行
者
が
車
両

の
合
間
を
ね
ら
っ
て
横
断
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
、コ
ン
ビ
ニ
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
薬
局
な
ど

に
行
く
た
め
に
横
断
す
る
高
齢
者
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
事
故
も

発
生
し
て
お
り
、
安
全
対
策
が
必
要
な
所
で

す
。
ま
た
こ
の
交
差
点
は
、
通
学
路
で
も
あ

る
た
め
通
行
量
の
多
い
時
間
帯
は
さ
ら
に
危

険
に
な
り
ま
す
。

　

対
応
し
た
交
通
課
長
は
、「
検
討
し
て
、
お

返
事
し
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

和
泉
な
お
み
秘
書
と
な
っ
て
、
初
め
て
の

警
察
要
請
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
の
行

動
は
新
鮮
で
、
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
引
き

続
き
、
地
元
秘
書
と
し
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。

水
元
神
社
そ
ば
の
バ
ス
通
り

（
水
元
・
西
水
元
地
域
）

樋
口
ま
こ
と
秘
書
と

中
江
秀
夫
区
議

信
号
機
の
設
置
要
請

　

和
泉
な
お
み
都
議
と
日
本
共
産
党
都
議
団

は
、
９
月
25
日
、
風
疹
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

や
す
い
30
代
か
ら
50
代
の
男
性
に
助
成
を
行

う
こ
と
な
ど
、
５
項
目
の
緊
急
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

５
年
ご
と
に
流
行
を
繰
り
返
す
と
い
わ
れ

る
風
疹
は
、
２
０
１
３
年
の
大
流
行
か
ら
今

年
は
５
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

い
ま
風
疹
発
症
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
東

京
都
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
都

内
の
風
疹
報
告
数
は
、
今
年
は
１
９
６
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。　

　

風
疹
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染
す
る

と
赤
ち
ゃ
ん
に
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
し
、
難
聴

や
白
内
障
、
心
臓
病
な
ど
の
深
刻
な
影
響
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

風
疹
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
社
会
全

体
で
免
疫
を
持
っ
て
い
る
人
の
割
合
を
高
く

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
30
代
か
ら
50
代
の
男
性
の
抗
体

保
有
率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

こ
の
世
代
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
十
分
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
感
染
者
数
も
こ

の
世
代
で
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特

に
対
策
が
必
要
で
す
。

　

主
な
申
し
入
れ
内
容

１
、
男
性
を
含
め
30
代
か
ら
50
代
の
す
べ
て

の
成
人
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る

よ
う
、
区
市
町
村
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と

２
、
医
療
関
係
者
、
教
育
、
保
育
関
係
者
、

妊
婦
の
同
居
家
族
な
ど
、
必
要
と
す
る
す
べ

て
の
人
へ
の
予
防
接
種
費
用
に
つ
い
て
区
市

町
村
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
和
泉
な
お
み
秘
書
　樋
口 

ま
こ
と
（
談
）


